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��

　高齢化による労働人口の減少や自然災害への対応などの社



��

　ユーザーとの対話を通じて，「MULE」の走破性の高さ・
堅牢さ・積載性能を維持しながら，作業用に特化した無人
専用の車体プラットフォームの提供も見据えている．

⑵　ユースケース
　農場・牧場で行われている定常作業の省人化および自動
化をターゲットとして，実運用を想定したユースケースを
設定した．図 2に示すように，ユーザーは走行経路をタブ
レット端末などへ動 す高銅と›， 定しそ経路ぬ尖う
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